
　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に
対
し

ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
世
界
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
ま
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
完

全
な
終
息
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
よ

る
感
染
症
対
策
の
徹
底
に
よ
り
、
昨
年
は

以
前
の
よ
う
な
活
気
あ
る
街
に
戻
っ
た
一

年
と
な
り
、
八
街
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
に

始
ま
り
、
や
ち
ま
た
落
花
生
ま
つ
り
や
小

出
義
雄
杯
八
街
落
花
生
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

八
街
市
産
業
ま
つ
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
感
染
症
対
策
や
営
業
時
間

の
短
縮
、
雇
用
の
維
持
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
市
民
の

皆
さ
ま
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し

て
、
改
め
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

一
方
、
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
か
ら
、
市
外
へ
の
通
院
や
出
産
時
な

ど
に
係
る
交
通
費
を
助
成
す
る
妊
婦
支
援

給
付
金
給
付
事
業
や
市
内
小
中
学
校
へ
通

う
第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
実
施
し
た
ほ
か
、
新
た
な
公
共
交
通
と

し
て
予
約
型
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証

運
行
の
開
始
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

利
用
し
て
、
住
民
票
の
請
求
や
健
康
診
査

の
予
約
な
ど
が
で
き
る
電
子
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
重
点
的
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
通
学
路
の
交
通
安
全
対

策
の
計
画
的
な
推
進
を
図
る
ほ
か
、
全
て

の
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
道
路
、

調
整
池
の
体
系
的
整
備
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の
活
性
化
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
福
祉
の
推
進
、
防
災

・
減
災
対
策
の
推
進
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ま
や
関
係
団
体
な
ど
の
連
携
・
協
力
を
強

化
し
な
が
ら
、
各
世
代
・
各
分
野
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、「
安

心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
街
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
私
の
市
政
運
営
の
基
本
理
念

で
あ
り
ま
す
「
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
、

本
年
も
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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八
街
市
長　

北
村　

新
司

第３回小出義雄杯八街落花生
マラソン大会マラソン大会（令和５年10月22日 )（令和５年10月22日 )

予約型のりあいタクシー
「チョイソコやちまた」出発式「チョイソコやちまた」出発式
（令和５年10月2日）（令和５年10月2日）

第32回八街ふれあい夏まつり
（令和５年８月19日）

やちまた落花生まつり2023に千葉県
知事の熊谷氏が来場（令和５年９月17日）

第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生第３回小出義雄杯八街落花生

やちまた落花生まつり2023に千葉県やちまた落花生まつり2023に千葉県やちまた落花生まつり2023に千葉県やちまた落花生まつり2023に千葉県

予約型のりあいタクシー予約型のりあいタクシー
岸田総理に落花生をPR岸田総理に落花生をPR
（令和 5年 7月20日）（令和5年 7月20日）

第32回八街ふれあい夏まつり第32回八街ふれあい夏まつり

人口の動き　12月１日現在　人口66,995人（前月比－132人）　男34,384人 女 32,611人 世帯数 32,808世帯
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市
内
で
は
、
地
域
で
子
ど
も
の

育
ち
を
支
え
よ
う
と
子
ど
も
食
堂

や
、
中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
な

ど
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
支
援
の
活
動
に
つ
い
て
、

現
場
の
実
践
か
ら
学
び
、
み
ん
な

で
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

時
２
月
４
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
中
央
公
民
館
大
会
議
室

セ
ミ
ナ
ー
内
容

・
講
演
「
子
ど
も
食
堂
、
子
ど
も

　

の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
よ
う
！

　

〜
松
戸
市
で
の
実
践
か
ら
〜
」

・
市
内
の
活
動
事
例
発
表
（
２
団
体
）

・
参
加
者
の
情
報
交
流
会

講
師　

千
葉
県
子
ど
も
食
堂
連
絡
会

　

代
表　

髙
橋　

亮　

氏

対
・
子
ど
も
支
援
に
関
心
が
あ
る
方

　

・
自
治
会
関
係
者

　

・
学
校
関
係
者

　

・
民
生
委
員
児
童
委
員

　

・
青
少
年
相
談
員

　

・
事
業
者　

な
ど

定
50
人
（
先
着
順
）
費
無
料

※
手
話
通
訳
や
未
就
学
児
の
託
児

あ
り
ま
す
。

申
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
協

　

働
の
ま
ち
づ
く
り
Ｐ
ｉ
Ｔ
に
電

　

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

※
手
話
通
訳
ま
た
は
託
児
を
希
望

さ
れ
る
方
は
申
込
期
限
ま
で
に
必

ず
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
１
月
26
日
㈮

問
市
民
協
働
推
進
課

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
Ｐ
ｉ
Ｔ

　

☎
３
１
２
‐
２
０
１
２

　
　

kyodo-team@city.yachimata.lg.jp

２
月
１
日
㈭
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
受
付
先
が
変

わ
り
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種

期
間
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

　

終
了
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
予

約
で
き
る
日
程
や
医
療
機
関
が
少

な
く
な
る
た
め
、
余
裕
を
も
っ
た

接
種
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第
一
三
共
社
製
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
（
Ｘ

Ｂ
Ｂ.

１.

５
）
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

す
で
に
令
和
５
年
９
月
20
日
以

降
に
追
加
接
種
（
３
回
目
以
降
の

接
種
）
を
受
け
て
い
る
方
は
、
令

和
５
年
度
中
に
接
種
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

対
策
室

　

☎
３
１
２
‐
２
６
３
５

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
募
集

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
募
集

子育て支援課で支給している各給付金・支援金
の申請期限が２月29日㈭となっています。まだ申
請していない方は、早めに申請をしてください。
申請方法は、申請書に必要事項を記入して、必

要書類とともに子育て支援課へ持参または郵送し
てください。
※郵送の場合は２月29日㈭必着で、消印有効では
ありません。
※申請書は、子育て支援課窓口で配付のほか、市
ホームページからダウンロードしてください。
※各給付金・支援金の対象者で申請不要な方には、
すでに振り込み済みです。

　　　　　子どもの成長応援臨時給付金子どもの成長応援臨時給付金
物価高騰の影響を踏まえ、習い事や体験活動な

どにかかる経費の負担を軽減し、将来を担う子ど
もたちが豊かな成長に繫がる機会を得られるよう、
 「子どもの成長応援臨時給付金」を市内に住民登
録のある平成20年４月２日～平成29年４月１日に
出生したお子さん１人につき１万円を支給してい
ます。
申請が必要な方
　次のいずれかに該当する方
 ・所得制限により、令和４年６月分以降の児童手
　当を受給されていない方
 ・公務員の方
 ・児童手当受給者が市外の方のお子さん

　　　物価高騰対策新入学・新生活支援金物価高騰対策新入学・新生活支援金
　学用品など新たな環境で必要となる物品の購入
時に受ける物価高騰の影響の緩和を図るため、現
中学３年生・現小学６年生・令和６年度新小学１
年生になる子を養育する方に対し、八街市独自の
施策として、お子さん１人につき２万円を支給し
ています。
申請が必要な方
　次のいずれかに該当する方
 ・所得制限により、令和５年10月支給分の児童手
　当を受給されていない方
 ・公務員の方
 ・対象のお子さんと住民登録上、別の市町村（県
　外含む）に居住している方

　　　　　　　　子育て世帯生活支援特別給付金子育て世帯生活支援特別給付金
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する
中で、食費などの物価高騰などの影響を受けてい
る低所得の子育て世帯を対象に、子育て世帯生活
支援特別給付金を支給しています。
〈ひとり親世帯〉
支給対象者
　令和５年３月31日時点で18 歳未満（障害のある
方は20歳未満）となるお子さんを監護する方で、
次の①または②のいずれかに該当する方（ひとり
親世帯以外の低所得の子育て世帯分の給付金を受
け取った方を除く）
①遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺
　族補償などの公的年金を受給していることによ
　り、令和５年３月分の児童扶養手当の支給を受
　けていない方
※申請時点で、ひとり親かつ令和３年の収入また
は所得が定められた基準額未満であることが必要
です。
②食費などの物価高騰の影響を受けて家計が急変
　するなど、令和５年１月からひとり親になった
　以降の収入が児童扶養手当を受給している方と
　同じ水準になっており、申請時点でひとり親の方
　 （扶養義務者の収入が減少した場合も対象）

〈ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯〉
支給対象者
　①②の両方に当てはまる方（ひとり親世帯分の
給付金を受け取った方を除く）
①令和５年３月31日時点で、18歳未満のお子さん
　 （障害のある方は20歳未満）を養育する父母など
　 （令和６年２月29日㈭までに生まれた新生児も
　対象）　
②令和５年度住民税（均等割）が非課税の方、ま
　たは、令和５年１月１日以降の家計が急変し、
　住民税非課税相当の収入となった方
支給額
　お子さん１人につき５万円（１回のみ）
※すでに令和５年度に給付金を受給済の方は、再
度申請することはできません。
問子育て支援課
　☎４４３－１６９３

＜子育て支援課からのお知らせ＞＜子育て支援課からのお知らせ＞　支援金・支給金の申請期限は２月29日㈭です支援金・支給金の申請期限は２月29日㈭です

受付期間 予約受付先 受付日時

1月31日㈬
まで

コロナワクチン
コールセンター
☎０５７０－０８０－１８８

月曜～金曜日
（祝日除く）
午前９時

～

午後５時

2月1日㈭

～

3月31日㈰

新型コロナワクチン
接種対策室

☎３１２－２６３５

月曜～金曜日
（祝日除く）
午前８時30分

～

午後５時15分
4月1日以降の新型コロナワクチン接種に関するお問い合わせ
は、健康増進課（☎４４３－１６３１）にお願いします。

問問

時場

定

費

申〆
Eメール

対

問

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
│
０
８
１
５
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高
齢
者
の
相
談
窓
口　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
（

高
齢
者
の
相
談
窓
口　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
（
1818
））

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専

門
職
が
連
携
を
と
り
、
高
齢
者
の

支
援
を
し
ま
す
。
「
認
知
症
や
介

護
予
防
に
つ
い
て
知
り
た
い
」「
退

院
後
の
生
活
が
心
配
」「
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
な
ど

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
成
年
後
見
人
に
つ
い

て
を
紹
介
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
と
は
、
認
知
症
な

ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
く
な

っ
た
場
合
に
、
そ
の
方
の
権
利
を

守
り
、
支
え
る
人
で
す
。

　

成
年
後
見
人
は
、
親
族
や
弁
護

士
な
ど
を
自
分
で
選
び
、
公
証
役

場
で
登
録
し
て
お
く
「
任
意
後
見

人
」
と
、
判
断
能
力
が
衰
え
た
場

合
に
親
族
な
ど
か
ら
の
申
し
立
て

に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
が
後
見
人

を
選
ぶ
「
法
定
後
見
人
」
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

後
見
人
に
は
、
親
族
や
弁
護
士

の
ほ
か
、
司
法
書
士
や
社
会
福
祉

士
な
ど
が
選
ば
れ
、
生
活
費
の
支

払
い
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
な

ど
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　

申
立
書
類
の
書
き
方
な
ど
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
先
延
ば
し
に
せ
ず
、

身
内
の
方
と
話
し
合
っ
た
り
、
万

一
の
際
の
意
向
な
ど
を
書
き
記
し

て
お
き
ま
せ
ん
か
？

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
３
‐
１
２
０
７　

　

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
０
８
‐
３
４
２
６

　

八
街
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
促
進
を

図
る
た
め
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
展
〜

パ
ネ
ル
等
で
見
る
『
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
チ
ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
』
の
紹
介

〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
チ
ア
ン
ジ
ュ

ー
ル
県
の
紹
介
や
、
令
和
５
年
３

月
お
よ
び
10
月
末
〜
11
月
上
旬
に

来
日
し
た
チ
ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
県
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
模
様
を

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

時
１
月
13
日
㈯
〜
21
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
１
月
15
日
㈪
は
休
館
日
で
す
。

ま
た
、
最
終
日
の
１
月
21
日
㈰
は

早
め
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
展
を
開
催

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
展
を
開
催

場
中
央
公
民
館

※
本
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実

施
し
て
い
る
一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
地
域
国
際
化
推
進
助

成
事
業
）
の
採
択
・
助
成
を
受
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
八
街
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
政
策
課
）

　

☎
４
４
３
‐
１
１
１
４

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
国
際
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
千
葉
県

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
協
力
に
よ
り
、
第
３
回
目

の
八
街
国
際
理
解
大
学
を
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
八
街
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

時
１
月
27
日
㈯

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

場
中
央
公
民
館

内
世
界
地
図
で
国
々
の
位
置
を
示

　

し
、
輸
出
品
の
お
金
と
商
品
の

　

流
れ
に
つ
い
て

講
師　

千
葉
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

第
３
回
八
街
国
際
理
解
大
学
な
ど
を
開
催

第
３
回
八
街
国
際
理
解
大
学
な
ど
を
開
催

　

影
山　

洵　

氏

費
無
料

日
本
語
教
室
・
語
学
教
室
も
開
催

　

日
本
語
を
学
習
し
た
い
外
国
人

を
対
象
と
し
た
日
本
語
教
室
や
、

英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
の
語
学

教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
や
語
学
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
八
街
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

八
街
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
政
策
課
）

　

☎
４
４
３
‐
１
１
１
４

チアンジュール県の
子どもたちとの交流の
様子（令和５年３月）

　

日
頃
の
介
護
で
の
思
い
や
不
安

に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
介
護

者
同
士
だ
か
ら
わ
か
り
合
え
る
こ

と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
1
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ぴ
ー
な
っ
つ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
等
家
族
交
流
会
）

対
認
知
症
な
ど
の
家
族
を
介
護
す

　

る
方

定
15
人　

持
飲
み
物

申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
３
‐
１
２
０
７

　

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
０
８
‐
３
４
２
６

　

国
民
年
金
と
は
、
老
後
の
暮
ら

し
を
は
じ
め
、
事
故
な
ど
で
障
が

い
を
負
っ
た
と
き
や
、
家
族
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
、
社
会
全
体
で

暮
ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
考
え

方
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
制
度
は
社
会

が
変
化
し
て
も
維
持
で
き
る
よ
う

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
20
歳
に
な

っ
た
方
に
は
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
す
で

に
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）

　

こ
の
通
知
書
は
就
職
す
る
時
や
、

年
金
を
受
け
取
る
際
な
ど
に
必
要

2020
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん

　

公
的
年
金
制
度
に
は
、
障
が
い

・
死
亡
に
対
す
る
保
障
も
あ
る
の

で
、
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
付
が
難
し
い
と
き
は

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
と
、
年
金
の
給
付
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所
得
が

少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い

場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
や

免
除
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

国
保
年
金
課
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
国
保
年
金
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
３
９

　

令
和
６
年
１
月
か
ら
出
産
す
る

被
保
険
者
が
い
る
国
保
加
入
世
帯

に
対
し
、
被
保
険
者
に
か
か
る
所

得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額
を
産
前

産
後
の
期
間
免
除
し
ま
す
。

対
八
街
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

　

し
て
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
、
ま

　

た
は
令
和
５
年
11
月
以
降
に
出

　

産
さ
れ
た
方

※
妊
娠
85
日
（
妊
娠
12
週
）
以
上

の
分
娩
で
、早
産
、死
産
、流
産（
人

工
妊
娠
中
絶
を
含
む
）も
対
象
で
す
。

対
象
期
間

・
出
産
予
定
月
ま
た
は
出
産
月
の

　

前
月
か
ら
出
産
月
の
翌
々
月
ま

　

で
の
４
カ
月
間

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
月

産
前
産
後
の
国
民
健
康
保
険
税
を
免
除

産
前
産
後
の
国
民
健
康
保
険
税
を
免
除

　

の
３
カ
月
前
か
ら
出
産
月
の
翌

　

々
月
ま
で
の
６
カ
月
間

※
令
和
６
年
１
月
よ
り
対
象
月
と

な
り
ま
す
。

免
除
額

　

対
象
者
の
所
得
割
額
と
均
等
割

　

額
全
額
（
対
象
期
間
分
）

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転

　

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る

　

も
の

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
（
予

　

定
）
日
が
確
認
で
き
る
書
類

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
そ
れ
を

　

確
認
で
き
る
書
類

問
国
保
年
金
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
３
９

　

成
年
後
見
人
と
は
、
認
知
症
な

ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
く
な

　

☎
３
０
８
‐
３
４
２
６

問

問

問

問

時場

対定申

持

時場内

費

時

場

対

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
│
０
８
１
５



令和 6 年 1 月１日 ２市外局番（０４３） 広報広報ややちちままたた ４

　　　　　成田税務署からのお知らせ成田税務署からのお知らせ

確定申告
　確定申告は自宅でスマホからできるｅ－Ｔａｘ
が便利です。　　　
　また、確定申告書は郵送でも提出が
できます。
【確定申告書の提出先】
〒２８６－８５０１
　成田市加良部１丁目15番地
　成田税務署
税理士による無料相談
　税理士による無料申告相談を次の日程で開催し
ます。
入場整理券は、当日会場で配付するほか、国税

庁公式ＬＩＮＥで事前に発行することができます。
混雑時には受付を午前中で終了する場合があります。
　また、小規模納税者の所得税および個人消費税、
年金受給者並びに給与所得者の所得税の申告書を
作成して提出ができます。
時２月５日㈪　午前10時～午後４時
場八街市総合保健福祉センター
持・源泉徴収票など申告に必要な書類
　・マイナンバーカード（お持ちでない場合は本
　　人確認書類とマイナンバーがわかる書類）
　・スマートフォン（お持ちの方） 
　・前年の申告書の控え（お持ちの方）
※住宅借入金等特別控除の申告が１年目の方、土
地・建物および株式などの譲渡所得がある方、所
得金額が高額な方などは相談できません。
問成田税務署
　☎０４７６－２８－５１５１

　　　　　　　　　　八街市役所からのお知らせ八街市役所からのお知らせ

　市県民税の申告と簡易な所得税の確定申告は、
八街市役所で受け付けます。
申告期間中は、混雑回避のため当日の朝に面接

相談の番号札を配付します。また、八街市公式Ｌ
ＩＮＥでの事前予約を一部実施する予定です。
申告期間
　２月16日㈮～３月15日㈮
　 （土曜・日曜日、祝日を除く）
※３月10日㈰は受け付けます。
開場時間
　午前８時30分
受付時間
　午前９時～正午・午後１時～３時
　 （提出は午後４時まで）
※混雑時には受付を早めに終了する場合がありま
す。
申告会場
　市役所第４庁舎

　八街市役所会場の詳細は、広報やちまた２月１
日号に掲載するほか、市ホームページでも確認で
きます。
問課税課
　☎４４３－１１１６

「
電
池
・
蛍
光
灯
」
は
、
不
燃

ご
み
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
と
同
じ
日
に
、
別
々
の
業
者

が
回
収
し
て
い
ま
す
。

「
電
池
」
は
、
指
定
の
袋
の
か

ん
電
池
専
用
袋
（
オ
レ
ン
ジ
色
）

ま
た
は
、
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
蛍
光
灯
」
は
、
ひ
も
で
し
ば

る
か
、
製
品
の
箱
に
入
れ
て
出
し

確定申告・市県民税申告日程などのお知らせ確定申告・市県民税申告日程などのお知らせ

見
る
！
知
る
！
わ
か
る
‼ 
健
康
講
座

見
る
！
知
る
！
わ
か
る
‼ 
健
康
講
座

　

健
診
結
果
の
解
釈
の
仕
方
や
、

効
果
的
な
生
活
習
慣
病
の
予
防
方

法
が
学
べ
ま
す
。
当
日
は
、
楽
し

く
脳
年
齢
・
血
管
年
齢
・
骨
密
度

も
測
定
で
き
、
自
分
の
カ
ラ
ダ
を

知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

時
１
月
29
日
㈪

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

千
葉
診
療
所　

川
島
医
師

対
令
和
５
年
度
の
国
保
特
定
健
診

　

・
国
保
30
代
健
診
・
後
期
高
齢

　

者
健
診
を
受
け
た
方

定
30
人
（
申
込
順
）

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
。

申
電
話
ま
た
は
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

で
１
月
５
日
㈮
か
ら
申
込
開
始
。

問
国
保
年
金
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
３
９

国税庁ＨＰ

　また、確定申告書は郵送でも提出が

　成田市加良部１丁目15番地

　税理士による無料申告相談を次の日程で開催し

国税庁ＨＰ国税庁ＨＰ

　

毎
年
、
１
月
１
日
時
点
で
、
土

地
・
家
屋
以
外
の
事
業
の
た
め
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
を
お

持
ち
の
方
は
、
償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
の
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈬

※
早
め
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

提
出
場
所　

課
税
課

提
出
方
法

・
窓
口

・
郵
送

・
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
（
電
子
申
告
）

便
利
な
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
無
料
で
申
告
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
☎

０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
１
６

令
和
６
年
度
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
は
１
月

令
和
６
年
度
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
は
１
月
3131
日
㈬
ま
で

日
㈬
ま
で

　

市
で
は
、  

「
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
の
認
定
事
業
者
で
あ
る

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

株
式
会
社
と
提
携
し
、
家
庭
で
不

用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の
宅
配
便

を
活
用
し
た
無
料
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

古
く
て
も
、
故
障
し
て
い
て
も

「
ど
ん
な
パ
ソ
コ
ン
」
で
も
回
収

し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
と
一

緒
に
プ
リ
ン
タ
の
周
辺
機
器
な
ど

も
回
収
し
ま
す
。

回
収
方
法

①
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
に
電
話
ま

　

た
は
２
次
元
コ
ー
ド
で

　

申
し
込
み
。

②
不
用
な
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
ダ
ン

　

ボ
ー
ル
に
詰
め
ま
す
。

※
箱
サ
イ
ズ
は
、
縦
・
横
・
高
さ

３
辺
の
合
計
が
１
４
０
㎝
以
内
で

重
量
は
20
㎏
以
内
で
す
。

③
宅
配
業
者
（
佐
川
急
便
）
が
希

　

望
日
時
に
回
収
し
ま
す
。

費
無
料
（
パ
ソ
コ
ン
を
入
れ
た
ダ

　

ン
ボ
ー
ル
１
箱
分
）

※
お
ま
か
せ
安
全
消
去
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
別
途
料
金

が
か
か
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱

　

☎
０
５
７
０
‐
０
８
５
‐
８
０
０

（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課

　

☎
４
４
３
‐
６
９
３
７

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

　

パ
ソ
コ
ン
を
宅
配
便
で　

　

パ
ソ
コ
ン
を
宅
配
便
で　

　
　
　
　
　
　
　

無
料
回
収

　
　
　
　
　
　
　

無
料
回
収

電
池
・
蛍
光
灯
の
回
収
方
法
に
ご
協
力
を

電
池
・
蛍
光
灯
の
回
収
方
法
に
ご
協
力
を

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ガ
ム
テ
ー

プ
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
電
池
・
蛍
光
灯
」
を
ご
み
収

集
場
所
に
出
す
際
に
は
、
作
業
員

が
収
集
し
や
す
い
よ
う
に
、
不
燃

ご
み
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
袋
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課

　

☎
４
４
３
‐
６
９
３
７

緒
に
プ
リ
ン
タ
の
周
辺
機
器
な
ど

①
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
に
電
話
ま

問

問

時
場
持

問

時場

対定申問問

費申問

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
│
０
８
１
５



５ 令和 6 年 1 月１日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報広報ややちちままたた

１１
月
の
移
動
交
番
情
報

月
の
移
動
交
番
情
報

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　

八
街
五
方
杭
店

②
ラ
ン
ド
ロ
ー
ム
東
吉
田
店

③
イ
オ
ン
八
街
店

④
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
&
グ
リ
ー
ン

　

八
街
中
央
店

⑤
カ
ス
ミ
朝
日
店

⑥
上
砂
や
す
ら
ぎ
の
家

⑦
文
違
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑧
南
部
老
人
憩
い
の
家

⑨
一
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑩
富
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑪
泉
台
区
民
セ
ン
タ
ー

⑫
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
山
田
台
店

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

②⑥③
７ ８ ９ 10 11 12 13

⑧④①⑪⑫
14 15 16 17 18 19 20
①⑦⑤⑩⑫ ⑧ ②

21 22 23 24 25 26 27
⑫④③⑩⑥ ② ⑧⑦

28 29 30 31
④⑤ ① 午前 午後

午
前
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

午
後
：
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
事
件
事
故
の
発
生
、
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
佐
倉
警
察
署
八
街
幹
部
交
番　

☎
４
８
４
‐
０
１
１
０
内
線
５
１
５

水
道
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

水
道
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

　

冬
季
は
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
特
に
、
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
水
道
管
や
温
水
器
の
配
管

部
分
、
強
い
風
が
吹
き
込
む
場
所

や
日
陰
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
水
道

管
は
、
早
め
に
冬
支
度
を
し
ま
し

ょ
う
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

メ
ー
タ
ー
脇
の
止
水
栓
を
閉
め

て
水
を
止
め
る
か
、
破
裂
し
た
部

分
に
布
か
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
る

な
ど
の
応
急
処
置
を
し
て
か
ら
、

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

修
理
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
た
上
か
ら
、

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
、

凍
っ
て
い
る
箇
所
を
溶
か
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
と
き
に
熱
湯
を
か

け
る
と
水
道
管
が
破
裂
し
た
り
、

ひ
び
割
れ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
の
防
寒
の
し
か
た

①
水
道
管
に
保
温
材
な
ど
を
巻
い

て
く
だ
さ
い
。
毛
布
や
布
な
ど
を

使
用
す
る
場
合
は
、
濡
れ
な
い
よ

う
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
蛇
口
部
分

が
破
裂
し
や
す
い
の
で
完
全
に
包

ん
で
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
毛

布
や
布
切
れ
な
ど
を
入
れ
た
り
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
ダ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
を
乗
せ
て
、
保
温
し

て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
課

　

☎
４
４
３
‐
０
６
７
７

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
を
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
を
紹
介

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
非
常
勤
特
別
職
と
し

て
委
嘱
さ
れ
、
市
民
と
行
政
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
地
域
に
伝
え
た
り
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
定
期
的
に

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催
し
た

り
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
役
員

と
し
て
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
の
健
康
づ

く
り
に
関
心
が
あ
る
委
員
が
多
い

で
す
の
で
、
見
か
け
た
際
に
は
、

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
市
民
の
方
と
交
流
し
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
つ
な
が

る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

〜
委
員
の
声
〜

・
市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
励
み

　

に
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
え

　

る
よ
う
な
企
画
を
日
々
考
え
て

　

い
ま
す
。
（
50
代
女
性
）

・
人
生
に
生
き
甲
斐
を
も
た
ら
し

　

て
く
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
！
ス
ポ
ー

　

ツ
だ
け
で
な
く
生
き
甲
斐
を
伝

　

え
ら
れ
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

委
員
の
仕
事
で
す
。（
50
代
男
性
）

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
市
民

　

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
促
進
で
き

　

る
有
意
義
な
仕
事
で
す
。

（
20
代
男
性
）

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
水
の

　

事
故
防
止
の
為
、
水
泳
を
広
め

　

た
い
。
（
50
代
男
性
）

・
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
の
お

　

仕
事
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
健
康

　

体
操
な
ど
楽
し
く
活
動
し
て
い

　

ま
す
。
（
40
代
女
性
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
５

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
非
常
勤
特
別
職
）
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
非
常
勤
特
別
職
）
を
募
集

募
集
人
員　

若
干
名

募
集
要
件

　

市
内
在
住
の
20
歳
〜
65
歳
で
、

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
に
熱
意

　

の
あ
る
方

活
動
内
容

・
定
期
的
に
行
わ
れ
る
各
種
ス
ポ

　

ー
ツ
行
事
・
教
室
の
運
営

・
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
行
事
へ
の
協
力

任
期　

２
年

（
令
和
６
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日
）

※
令
和
８
年
度
以
降
の
継
続
を
前

提
に
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で

配
付
し
て
い
ま
す
。

応
募
締
切

　

１
月
28
日
㈰

　

委
員
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
書

類
・
面
接
な
ど
に
よ
り
総
合
的
に

判
断
し
決
定
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
５

「
や
ち
ま
た
ア
ー
ト
ピ
ッ
ト
」
作
品
展
示

「
や
ち
ま
た
ア
ー
ト
ピ
ッ
ト
」
作
品
展
示

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
優
れ
た
芸
術

作
品
を
身
近
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
く

た
め
、
芸
術
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

「
や
ち
ま
た
ア
ー
ト
ピ
ッ
ト
」
を

中
央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
八
街
市
の
文
化
芸
術

振
興
を
考
え
る
会
の
推
薦
に
よ
り
、

美
術
家
の
加
藤
修
氏
の
『
鉛
の

ポ
ー
ン
』  

（
立
体
）
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

展
示
期
間
は
３
カ
月
で
、
月
曜

日
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
４

　

教
育
委
員
会
と
青
少
年
相
談
員

連
絡
協
議
会
の
共
催
で
、
少
年
少

女
の
つ
ど
い
大
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
２
月
３
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

内
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

対
市
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学
生

少
年
少
女
の
つ
ど
い
大
会
参
加
者
を
募
集

少
年
少
女
の
つ
ど
い
大
会
参
加
者
を
募
集

費
無
料

申
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

保
護
者
が
押
印
の
う
え
、
学
校

　

ま
た
は
社
会
教
育
課
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

〆
１
月
12
日
㈮

持
上
履
き
・
外
履
き
用
袋
・
水
筒

問
社
会
教
育
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
４

　

八
街
市
の
芸
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
演
劇
を

愛
好
す
る
若
者
た
ち
の
発
信
の
場

と
し
て
４
年
前
に
始
ま
っ
た
八
街

演
劇
祭
。
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は

非
公
開
で
の
開
催
で
し
た
が
、
４

年
ぶ
り
に
一
般
公
開
で
開
催
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

時
１
月
13
日
㈯

　

午
後
０
時
45
分
〜
４
時
30
分

場
中
央
公
民
館

出
演
団
体
・
演
目
（
上
演
順
）

①
千
葉
黎
明
高
校
演
劇
愛
好
会

　

Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ
Ｓ

「
姫
に
な
り
た
い
！
」

②
劇
団
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
共
和
国

「
ま
ち
が
え
だ
ら
け
の
手
紙
」

③
八
街
中
学
校
演
劇
部

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
」

④
八
街
中
央
中
学
校
演
劇
部

「
春
一
番
」

問
八
街
中
央
中
学
校　

桑
原
逸
郎

　

☎
４
４
４
‐
１
２
１
７

第
５
回
八
街
演
劇
祭
を
開
催

第
５
回
八
街
演
劇
祭
を
開
催

　

〜
Ｙ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ａ

〜
Ｙ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ａ 

Ｄ
ｒ
ａ
ｍ
ａ

Ｄ
ｒ
ａ
ｍ
ａ 

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
〜

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
〜

え
て
い
ま
す
。

問

問

問問

時場内対

費申〆持問問 問

時場

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
│
０
８
１
５



令和 6 年 1 月１日 ２市外局番（０４３） 広報広報ややちちままたた ６

み
ん
な
の
広
場

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
の
例
会

印
旛
事
務
所
新
年
会

時
１
月
13
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
佐
倉
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

手
話
学
習
会

時
２
月
３
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
佐
倉
市
中
央
公
民
館

費
無
料
（
手
話
学
習
会
の
初
回
参

　

加
時
に
テ
キ
ス
ト
代
１
２
０
０
円
）

※
申
込
不
要
で
、
聞
こ
え
に
関
係

な
く
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
要
約
筆
記
（
Ｏ
Ｈ
Ｐ
・
Ｏ
Ｈ

Ｃ
）
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・

　

難
聴
者
協
会
印
旛
事
務
所

　
　

４
６
１
‐
６
５
３
３

無
料
「
空
き
家
」
セ
ミ
ナ
ー
＆

　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
相
談
会

　

弁
護
士
・
税
理
士
・
建
築
士
・

宅
建
取
引
士
・
司
法
書
士
・
土
地

家
屋
調
査
士
な
ど
専
門
知
識
を
も

っ
た
有
識
者
に
、
空
き
家
・
空
き

地
に
関
す
る
地
域
の
問
題
や
今
抱

え
て
い
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相

談
が
で
き
ま
す
。
（
予
約
不
要
）

時
２
月
10
日
㈯

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

　

午
後
２
時
〜
２
時
45
分

相
談
会

　

午
後
２
時
45
分
〜
４
時
15
分

場
八
街
市
役
所
第
１
会
議
室

問
空
き
家
対
策
有
識
者
会
議
事
務
局

　

森
田　

敬
介

　

☎
４
８
３
‐
７
４
０
７

環境保全ポスターコンクール
入賞作品が決定しました

　このポスターコンクールは、将来を担う児
童 ・生徒の環境保全に対する意識を高め、よ
り身近なものとすることを目的に毎年行って
います。
　市内小・中学校の児童・生徒から１２０点の
応募があり、その中から最優秀作品３点、優
秀作品15点が決定しました。
　市ホームページに、優秀作品も掲載してい
ますので、ぜひご覧ください。

最
優
秀
賞
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

八
街
北
小
学
校
２
年

　
松
吉
湊
人
さ
ん

最
優
秀
賞（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

川
上
小
学
校
５
年

　
秋
葉
み
の
り
さ
ん

最
優
秀
賞
（
中
学
校
の
部
）

八
街
中
央
中
学
校
１
年

　
山
下
果
楓
さ
ん

令
和
５
年
度
印
旛
沼
環
境
基
金

　
　
　
　

助
成
事
業
成
果
報
告
会

　

当
基
金
か
ら
助
成
を
受
け
、
印

旛
沼
お
よ
び
流
域
の
水
質
浄
化
、

環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
を
し
た

学
校
や
、
一
般
団
体
な
ど
の
活
動

成
果
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

時
１
月
23
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

場
印
旛
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
佐
倉
市
鏑
木
仲
田
町
８
‐
１
）

費
無
料

問
公
益
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境
基
金

　

☎
４
８
５
‐
０
３
９
７

や
ち
ま
た
駅
北
口
市い
ち

を
開
催

時
１
月
14
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

場
八
街
駅
北
口
広
場

内
八
街
産
落
花
生
、
新
鮮
野
菜
な

　

ど
の
販
売
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ

　

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

問
や
ち
ま
た
未
来
（
小
野
）

　

☎
４
４
４
‐
６
０
０
７

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
へ

　

解
決
の
た
め
の
助
言
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹
介

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

相
談
受
付
日
時

　

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
千
葉
財
務
事
務
所

　

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
２
５
１
‐
７
８
３
０

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
令
和
６
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
代
〜
90
代
の
幅
広
い
世
代
の

方
が
学
べ
る
環
境
が
整
っ
て
お
り
、

学
ぶ
意
欲
が
あ
れ
ば
、
何
度
で
も

入
学
し
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
３
０
０
以
上
の

授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

　

第
１
回　

２
月
29
日
㈭
ま
で

　

第
２
回　

３
月
12
日
㈫
ま
で

問
放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
９
８
‐
４
３
６
７

最
優
秀
賞

八
街
中
央
中
学
校
１
年

　
山
下

　
山
下

市ホームページ

＜最優秀作品＞「第 62回秋の市民ハイキング」に行ってきました
　令和５年11月25日㈯に、 「第62回秋の市民ハイ
キング」で山武市松尾方面に行ってきました。
　快晴の天気のもと、ＪＲ松尾駅を出発し、柴原
地区岩塊、田越浅間神社、大堤権現塚古墳などを
まわる約８㎞ の道のりで、のどかな風景の中、山
武の歴史に触れました。また、いつもより長めの
コースだったこともあり、ゴールした時には達成
感を感じていました。

令和５年秋の叙勲および第41回危険業務従事
者叙勲が公表されました。
※本人の希望により掲載していない方もいます。
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◎瑞宝単光章
　消防功労 
　斉藤 弘一氏
　 （山田台区）

 【令和５年秋の叙勲】 　【第41回危険業務従事者叙勲】

◎瑞宝単光章
　消防功労 
　斉藤 弘一氏
　 （山田台区）

◎瑞宝単光章
　防衛功労
　髙橋 力男氏 
　（夕日丘区）

◎瑞宝単光章
　警察功労
　工藤 文博氏
（夕日丘区）

◎瑞宝双光章
　警察功労
　高橋 誠次氏
　 （泉台区）

問

問 時場

時場内問

問

問

時場費問

時場費 時場
FAX

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
│
０
８
１
５



令和 6 年 1 月１日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報広報ややちちままたた７
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お
や
こ
サ
ロ
ン
『
ひ
ま
わ
り
』

時
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
・

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
朝
陽
幼
稚
園
内

対
就
学
前
の
幼
稚
園
・
保
育

　

園
に
通
園
し
て
い
な
い
お

　

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

出
張
お
や
こ
サ
ロ
ン

時
毎
月
第
１
月
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
幼
稚
園
・
保
育
園
に
通
園

　

し
て
い
る
お
子
さ
ん
も
利

　

用
で
き
ま
す
。

（
保
護
者
同
伴
）

問
子
育
て
支
援
課

　

☎
４
４
３
‐
１
６
９
３

　令和５年 11月12日㈰に行われた第12回関東
少年少女空手道選手権に国際勝正館八街道場
から３人の選手が出場しました。
　出場した渡邉 海晴さんは４年男子形の部で

第12回関東少年少女空手道選手権に第12回関東少年少女空手道選手権に第12回関東少年少女空手道選手権に
３人の小学生選手が入賞３人の小学生選手が入賞３人の小学生選手が入賞

第３位、野村 莉子さ
んは５年女子形の部
で第５位、東 侑寿さ
んは２年女子形の部
で第５位と入賞し、
２月17日㈯に北海道
函館アリーナで行わ
れる第３回全国少年
少女空手道選抜大会
へ関東代表として出
場します。新たな目
標へ向かって頑張る
と意気込んでいまし
た。

渡邉 海晴さん 野村 莉子さん
東 侑寿さん

こ
ん
に
ち
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
健
康
増
進
課　
☎
４
４
３
‐
１
６
３
１

す
く
す
く
相
談

（
予
約
制
）

　

保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
が
、
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
体
重
の
増
え
、
身
長
の
伸
び
が

　

気
に
な
る
。

・
ミ
ル
ク
の
飲
み
が
少
な
い
、
離

　

乳
食
が
進
ま
な
い
。

・
こ
と
ば
が
遅
い
、
発
達
が
心
配
。

・
歯
磨
き
が
上
手
に
で
き
な
い
な
ど

　

育
児
で
お
困
り
の
方
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

時
１
月
29
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
１
歳
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん

　

と
そ
の
保
護
者

持
母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル

個
別
検
（
健
）
診
実
施
中

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

診
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
指

定
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め

に
も
検
診
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

方
は
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
検
診

対
平
成
16
年
３
月
31
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
女
性
の
う
ち
、
令
和
６

　

年
３
月
31
日
時
点
で
の
年
齢
が

◯
偶
数
年
齢
に
該
当
す
る
方

◯
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

（
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成

15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
）

内
子
宮
頸
部
の
細
胞
診

検
診
期
間

　

２
月
29
日
㈭
ま
で

指
定
医
療
機
関

・
新
八
街
総
合
病
院

・
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

・
酒
々
井
虎
の
門
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院
健
診
セ
ン

　

タ
ー

・
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院
健
診
セ

　

ン
タ
ー

・
ゆ
だ
て
産
婦
人
科

・
リ
リ
ー
ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

費
２
０
０
０
円

持
問
診
票
と
現
住
所
が
明
記
し
て

　

い
る
健
康
保
険
証

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た
方

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）

対
昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
女
性
の
う
ち
、
令
和
６

　

年
３
月
31
日
時
点
で
の
年
齢
が

○
40
・
42
・
44
・
46
・
48
歳

○
50
歳
以
上

○
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

（
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
昭
和

58
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
）

超
音
波
検
診

対
昭
和
49
年
４
月
１
日
〜
平
成
６

成
田
赤
十
字
病
院
公
開
健
康
講

「
高
齢
者
の
た
め
の
薬
の
知
識
」

時
1
月
27
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
ボ
ン
ベ
ル
タ
成
田
店

　

ア
ネ
ッ
ク
ス
館
Ｂ
棟
２
階

定
80
人

講
師　

成
田
赤
十
字
病
院

　

薬
剤
部
長　

君
和
田
貢
氏

申
成
田
赤
十
字
病
院
社
会
課
に
電

　

話
ま
た
は
同
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
申
し
込
み
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

成
田
赤
十
字
病
院
社
会
課   
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愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
と
は
、
患
者
の
方
が
安
心

し
て
輸
血
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
健
康
な
方
が
無
償
で

自
分
の
血
液
を
提
供
す
る
こ
と
で

す
。
血
液
は
、
医
療
が
発
展
し
た

今
日
で
も
人
工
的
に
造
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ま
た
、
長
い
期
間
は
保

存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
に
冬
場
は
、
風
邪
な
ど
体
調

を
崩
す
方
が
多
く
な
り
、
献
血
さ

れ
る
方
が
少
な
く
、
血
液
が
不
足

し
が
ち
で
す
。

　

病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど
で
輸

血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
の
方

に
、
血
液
を
安
定
的
に
届
け
る
た

め
に
は
、
多
く
の
方
か
ら
の
年
間

を
通
し
た
継
続
的
な
献
血
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　

広
く
各
世
代
の
皆
さ
ん
の
献
血

に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

献
血
可
能
年
齢（
全
血
献
血
の
場
合
）

対
16
歳
〜
69
歳

※
65
歳
以
上
の
方
は
健
康
を
考
え
、

60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ

る
方
に
限
り
ま
す
。

時
２
月
19
日
㈪

　

午
後
１
時
〜
４
時

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

　

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
女
性
の

　

う
ち
令
和
６
年
３
月
31
日
時
点

　

の
年
齢
が

○
30
〜
39
歳

○
41
・
43
・
45
・
47
・
49
歳

検
診
期
間

　

２
月
29
日
㈭
ま
で

指
定
医
療
機
関

・
公
津
の
杜
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ

　

ッ
ク

・
酒
々
井
虎
の
門
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院
健
診
セ
ン

　

タ
ー

・
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院
健
診
セ

　

ン
タ
ー

費
２
０
０
０
円

持
問
診
票
と
現
住
所
が
明
記
し
て

　

い
る
健
康
保
険
証

※
乳
が
ん
検
診
は
安
全
に
検
査
を

受
け
る
た
め
、
禁
忌
事
項
を
設
け

て
い
ま
す
の
で
案
内
文
を
よ
く
お

読
み
の
う
え
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
や
ご
相
談
が
あ
る
場
合
は
、
別

途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た
方

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

対
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

内
身
体
測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測

　

定
、
血
液
検
査
、
医
師
の
診
察

健
診
期
間

　

２
月
29
日
㈭
ま
で

指
定
医
療
機
関

・
新
八
街
総
合
病
院

・
季
美
の
森
整
形
外
科

・
酒
々
井
虎
の
門
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
千
葉
し
す
い
病
院

・
成
田
赤
十
字
病
院

・
千
葉
診
療
所

持
受
診
票
・
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
証
・
尿
検
査
容
器
（
当

　

日
の
朝
採
取
し
た
も
の
）
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内
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令和 6 年 1 月１日 ２市外局番（０４３） 広報広報ややちちままたた ８

相 談 コ ー ナ ー相 談 コ ー ナ ー 相談はすべて無料です。お気軽にご相談ください。相談はすべて無料です。お気軽にご相談ください。

［法律相談（弁護士）］１月10日㈬・17日㈬午後１時～４時
総合保健
福祉センター

相談当日午前８時30分から電話で受付。先着10人まで。
申社会福祉協議会☎４４３‒０７４８

［心配ごと相談］１月10日㈬・17日㈬午後１時～４時
総合保健
福祉センター 問社会福祉協議会☎４４３‒０７４８

［司法書士相談］１月９日㈫午後４時～６時
総合保健
福祉センター

相談当日午前８時30分から電話で受付。先着６人まで。
申やちまた司法書士事務所☎３０８‒４２２７

［ハローワークちば出張相談］１月９日㈫ 午前10時～正午１月26日㈮ 午後１時～３時
総合保健
福祉センター

生活困窮世帯やひとり親家庭などが対象で各日先着５人まで。（予
約制）申社会福祉協議会内自立相談支援窓口☎３１２－０７６６

［気になる子どもの個別相談］１月29日㈪午前10時～正午・午後１時～３時
総合保健
福祉センター

予約制で先着６人まで。
申社会福祉協議会☎４４３‒０７４８

［ 年 金 相 談］１月18日㈭午前10時～正午・午後１時～３時
総合保健
福祉センター

社会保険労務士が相談を受けます。午前午後ともに相談終了
時間30分前まで受付。問国保年金課☎４４３‒１１３９

［交通事故相談］１月19日㈮午前 10 時～午後３時
総合保健
福祉センター

予約制で相談日の２日前までにご連絡ください。
申防災課☎４４３－１１１９

［人 権 相 談］１月25日㈭午後１時～３時
総合保健
福祉センター

人権擁護委員が相談を受けます。事前に電話連絡をお願
いします。問総務課☎４４３‒１１１３

［行 政 相 談］１月25日㈭午後３時～５時
総合保健
福祉センター

行政相談委員が相談を受けます。事前に電話連絡をお願
いします。問総務課☎４４３‒１１１３

［こころの健康相談］１月15日㈪午後２時～４時
総合保健
福祉センター

予約制。
申障がい福祉課☎４４３‒１６４９

［弁護士相談（市税滞納者）］１月28日㈰午後２時～４時 納税課 予約制で先着６人まで。
申納税課窓口または☎４４３‒１１１５

［家庭児童相談］毎週月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時
総合保健
福祉センター

電話相談も受け付けます。
問子育て支援課☎４４３‒１６９３

［学校教育相談］毎週月水金曜日（祝日を除く）午前９時～午後３時
八街市教育
支援センター

電話相談専用ダイヤル☎３１０‒５０１７
問八街市教育支援センター☎４４３‒８０４０

［家庭教育相談］毎週火～木曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時
総合保健
福祉センター 問社会教育課☎４４３‒１４６４

［消費生活相談］毎週月～金曜日（祝日を除く）午前９時～正午・午後１時～４時 商工観光課内問八街市消費生活センター☎４４３‒９２９９

夜間および休日の市税納付・納税相談窓口夜間および休日の市税納付・納税相談窓口
時【夜間】１月９日㈫・16日㈫・23日㈫・30日㈫

午後5時15分～8時
　 【休日】１月28日㈰　

午前8時30分～午後5時
場納税課　内市税の納付、納税相談
問納税課　☎４４３－１１１５

<市役所の日曜開庁日>
今月は１月28日㈰です。
　市民課・課税課・納税課・国保年
金課で業務の一部を取り扱いますの
でご利用ください。（住民異動が伴う
業務・国民年金業務・後期高齢者医療
保険業務は取り扱うことができません）

今月の納付
 　市　県　民　税 ４期

　国民健康保険税　７期

＜今月の催し＞
◇パラダイスシアター
　１月７日㈰　二十歳を祝う会に伴い臨時休館　ー
　１月14日㈰　もういちど  ９５分
　１月21日㈰　北極のナヌー  ８４分
　１月28日㈰　父と暮せば  ９９分
上映開始時間：午前10時30分～・午後２時～

　洋画：午前は日本語吹き替え、午後は英語（日本語字幕）
邦画：午前は日本語、午後は日本語（日本語字幕）
※日本語（日本語字幕）は設定がある場合のみ。

◇本の福袋
どんな本が入っているかは借りてからのお楽しみ。

いつもと違ったジャンルの本に出会えるチャンスをお
見逃しなく！
時１月５日㈮～　無くなり次第終了
貸出期間　２週間
福袋内容 一般向け（ティーンズ含む）  ・

児童向け　計50セット
◇本をさしあげます
年月を経て役目を終えた本を、市民の方に有効活用

していただくため、差し上げています。
時１月24日㈬～２月21日㈬
　 （休館日を除く開館時間内）
< 今月の休館日 >
１～４・７・８・15・22・29・31

１月の移動図書館＜ひばり号＞巡回予定日時１月の移動図書館＜ひばり号＞巡回予定日時１月の移動図書館＜ひばり号＞巡回予定日時図書館に行ってみよう図書館に行ってみよう
図書館のホームページ　図書館のホームページ　https://www.library.yachimata.chiba.jphttps://www.library.yachimata.chiba.jp
電話番号　043－ 444 － 4946電話番号　043－ 444 － 4946（午前９時～午後５時）（午前９時～午後５時）

17 日　　　　（毎月第１・第３水曜日）
場　　所 時　　間

文違コミュニティセンター 午後１時 50 分～２時 10 分
榎戸第２児童公園付近（泉台）午後２時 30 分～２時 50 分
藤 の 台 集 会 所 午後３時 00 分～３時 20 分
みどり台第１児童公園 午後３時 40 分～４時 00 分
18 日　　　　（毎月第１・第３木曜日）
場　　所 時　　間

二 州 小 学 校 沖 分 校 午前10時10分～10時 30分
八 街 市 役 所 午後０時 40 分～１時 00 分
富山コミュニティセンター 午後１時 20 分～１時 40 分
市 営 住 宅 朝 陽 団 地 午後２時 00 分～２時 20 分
10 日・24日（毎月第２・第４水曜日）
場　　所 時　　間

二 州 小 学 校 午後１時10分～１時30分
宮ノ原コミュニティセンター 午後１時50分～２時10分
上 砂 や す らぎ の 家 午後２時20分～２時40分
吉倉ガーデンタウン 午後３時00分～３時20分
希望ケ丘（コミュニティセンター隣）午後３時40分～４時00分
11 日・25日（毎月第２・第４木曜日）
場　　所 時　　間

市 営 住 宅 笹 引 団 地 午前９時 40分～10時 00分
用 草 公 民 館 午後１時 30 分～１時 50 分
大谷流子どもの遊び場 午後２時 00 分～２時 20 分
朝日区コミュニティセンター 午後２時 50 分～３時 10 分
※祝日は運休、暴風雨などの警報が発表された場合は運行を
中止します。

図書館は、休館日・祝日を除く毎週水曜日・
金曜日は午後７時まで開館しています。
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